
 

プレスリリース 

2026 年９⽉１８⽇ 

⼀般財団法⼈未来医療推進機構 

 

【第 2 報】 「Global Startup EXPO 2026」ライフサイエンスプログラム 

（10 ⽉ 5 ⽇・Nakanoshima Qross） 

セッション詳細・出展／ピッチ登壇スタートアップが決定 

― ネットワーキングレセプション「Nakanoshima Global Night」を３者共催で開催 ― 

 

【問い合わせ先】⼀般財団法⼈未来医療推進機構 広報担当 
TEL︓06-6690-8973／Email︓pr@miraikiko.jp 

 

 
 ⼀般財団法⼈未来医療推進機構（所在地︓⼤阪市北区、理事⻑︓澤 芳樹）は、2026 年 10 ⽉ 5 ⽇（⽉）に未来

医療国際拠点「Nakanoshima Qross」で開催する「Global Startup EXPO 2026（GSE2026）」ライフサイエンスプログ

ラム（主催︓Global Startup EXPO 2026 実⾏委員会）について、セッションの詳細、出展企業およびスタートアップピッチ

登壇企業、ならびにネットワーキングレセプションの概要が決定しましたので、お知らせします。 

 再⽣医療・創薬・メドテックを中⼼とする⽇本発ディープテック・スタートアップと海外 VC・グローバル企業との接点を創出する本

プログラムに、国内各地から有⼒スタートアップが集結します。 



■ １．セッションの詳細が決定 

Session 1   宇宙経済を築く――イノベーション・産業・世界市場をつなぐ      

登壇者︓ 

・⼭崎直⼦（ Vast Japan 合同会社 ゼネラルマネージャー） 

・⽩坂 成功（慶應義塾⼤学⼤学院システムデザイン・マネジメント研究科 研究科委員⻑/教授） 

・⽜窪 恭彦（みずほ総合研究所 理事⻑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宙産業は、ロケット、⼈⼯衛星の部品・素材調達、機体製造・システム構築、打ち上あげ・データ利⽤

のみならずスペースデブリの除去、ポスト ISS への取り組みとして、⺠間主体の新たな宇宙活動や商業

宇宙ステーションの計画、それに伴い 必要となる⼈が宇宙船や宇宙ステーションで安全に暮らすために不

可⽋なシステム ECLSS（環境制御・⽣命維持システム）の構築など幅広いサプライチェーン形成が必

要です。⼈類の宇宙への挑戦と宇宙産業の今後について議論します。 

 

Session 2 Japan as a Global Hub for Drug Discovery 

  世界の資本・⼈材・サイエンスをつなぐ創薬エコシステムの構築 ― 

登壇者︓ 

・橋本 千⾹（ガラサス合同会社 代表 ） 

・ Christoph Broja（EQT Life Sciences） 

・ Amanda Gett-Chaperot（Kurma Partners Partner） 

・下⽥裕和（⽇本医療研究開発機構（AMED）調整役） 

 



 
世界の創薬競争が激化する中、⾰新的なサイエンスを新たな医薬品として社会実装していくためには、

研究開発⼒のみならず、グローバルなリスクマネー、創薬経験を有する経営⼈材、製薬企業、研究機

関、インキュベーション拠点等が有機的につながる「創薬エコシステム」の形成が不可⽋です。 

⽇本政府は、「創薬ベンチャーエコシステム強化事業」や「創薬クラスターキャンパス整備事業」等を通じ、

国内外のベンチャーキャピタルとの連携強化、創薬スタートアップへの資⾦供給・ハンズオン⽀援、研究開

発・事業化を⽀える拠点整備など、⽇本発のイノベーションを世界市場へつなげるための環境整備を進
めています。 

本セッションでは、⽇本政府の政策アドバイザーおよび世界のライフサイエンス投資を牽引する海外ベンチ

ャーキャピタルが、創薬エコシステムのポテンシャルと課題をグローバルな視点から議論します。 

⽇本の優れたサイエンスをいかに世界の資本・⼈材・創薬ノウハウと結びつけるのか。海外 VC が⽇本に

投資し、スタートアップを世界市場へ成⻑させるためには何が必要なのか。そして、⽇本が世界の起業家・

投資家・研究者を惹きつける「Global Drug Discovery Hub」となるために、政府、VC、アカデミア、

製薬企業、スタートアップはいかなるエコシステムを共に構築すべきなのか。 

⽇本の創薬エコシステムを「国内のスタートアップを⽀援する仕組み」から、「世界のサイエンス、資本、⼈

材が集まり、グローバルな創薬企業を⽣み出すプラットフォーム」へと進化させるための道筋を展望します。 

 

 

Session 3 ⽇本発ヘルスケアイノベーションを世界へ ― 投資とパートナーシップで拓くグローバル成⻑ 

登壇者︓  

Rahul Pannala, M.D. （Mayo Clinic, Doctor） 

• Shahram Seyedin-Noor（Civilization Ventures, 創業者兼マネージング・パートナー） 

• James Spann Boyd Street Ventures （ 創業者兼ジェネラル・パートナー） 



• 久保 恒太（共同創業者兼 Ubie US CEO） 

• Jamie Sundsbuk（Mayo Clinic Platform） 

 

 
⽇本はヘルスケア分野において⾼い科学的・臨床的能⼒を有しています。⼀⽅で、スタートアップが国内
での検証段階からグローバルな事業化へ移⾏する際には、多くの課題があります。海外展開を⽬指す企

業には、国際的な臨床ネットワーク、戦略的投資家、規制に関する知⾒、プラットフォームとの連携が不

可⽋です。 

本セッションでは、Mayo Clinic、ヘルスケア投資家、グローバルプラットフォームのリーダーが登壇し、⽇本

のヘルスケアスタートアップが海外市場への信頼性ある道筋をどのように構築できるかを議論します。連携

設計、投資を受けるための準備、臨床検証、海外の関係者が⽇本発イノベーションに何を求めているの

かに焦点を当てます。 

 

Session 4 バイオテック⾰命︓合成⽣物学・創薬 AI・ライフサイエンス投資の最前線 

登壇者︓  

•Joseph Jeong（ARCH Venture Partners ベンチャー・パートナー） 

• Daiki Nakajima（JETRO ニューヨーク ディレクター） 

 



 

 

バイオテクノロジーおよびライフサイエンス分野では、AI、診断技術、治療プラットフォーム、医療機器、トラ

ンスレーショナルリサーチの進展により、⼤きな変⾰が進んでいます。⽇本のスタートアップにとって⼤きな事

業機会が広がる⼀⽅、グローバル市場で成功するためには、臨床現場における有⽤性、規制戦略、国
際的なパートナーシップ、そして⻑期にわたる研究開発サイクルを理解する投資家の存在が不可⽋です。 

本セッションでは、ライフサイエンス分野を代表する投資家、エコシステムの構築を担う関係者、⽇本のスタ

ートアップの視点を交えながら、ヘルスケアおよびバイオテクノロジー分野のイノベーションをどのようにグローバ

ルに展開していくかを議論します。投資テーマ、パートナーシップのあり⽅、そして⽇本のスタートアップが国

際市場で競争⼒を発揮するために必要な能⼒や体制について掘り下げます。 

 
 

 

■ ２．出展企業⼀覧（五⼗⾳順） 

 再⽣医療・創薬・メドテック分野の以下のスタートアップが、会場にてブース展⽰を⾏います（13社）。 

企業名 URL 

あっと株式会社 https://kekkan-bijin.jp/ 

株式会社 ayumo https://ayumo.ai/ 

株式会社イクスフォレストセラピューティクス https://www.xforestx.com/jp 

株式会社イムノセンス https://immunosens.com/ 

株式会社 GramEye https://grameye.com/ 

株式会社 Jiksak Bioengineering https://www.jiksak.co.jp/ 

シンクサイト株式会社 https://thinkcyte.com/jp/ 

https://kekkan-bijin.jp/
https://ayumo.ai/
https://www.xforestx.com/jp
https://immunosens.com/
https://grameye.com/
https://www.jiksak.co.jp/
https://thinkcyte.com/jp/


企業名 URL 

トレジェムバイオファーマ株式会社 https://toregem.co.jp/ 

株式会社フィジオスバイオテック https://www.physiosbiotech.com/ 

フィジオロガス・テクノロジーズ株式会社 https://physiologas.co.jp/ 

ペリオセラピア株式会社 https://periotherapia.co.jp/ 

株式会社マリ https://marisleep.co.jp/ 

リンクメッド株式会社 https://linqmed.co.jp/ 

 あわせて、以下の拠点・機関が出展します。 

拠点・機関名 URL 

Osaka Life Science Nexus by Nippon Life and CIC
（O-Nexus） 

https://www.o-nexus.jp/ 

三井リンクラボ中之島（⼀般社団法⼈ LINK-J/三井不動産株
式会社） 

https://www.mitsui-linklab.jp/location/nakanoshima/ 

Nakanoshima Qross（⼀般財団法⼈未来医療推進機構） https://www.nakanoshima-qross.jp/ 

 

■ ３．スタートアップピッチ登壇企業 

 スタートアップピッチは、⼤阪府令和８年度海外ライフサイエンス・クラスター連携促進事業※として、Medtech分野（ピッチ

Ⅰ）と創薬・再⽣医療分野（ピッチⅡ）の 2 部構成で実施します。登壇企業は以下のとおりです（各分野五⼗⾳順）。  

※運営事務局︓⼀般財団法⼈未来医療推進機構、運営協⼒︓CIC Japan Innovation Services 合同会社 

＜スタートアップピッチ Ⅰ｜Medtech（15:25〜16:10）＞ 

企業名 URL 

株式会社テクリコ https://techlico.co.jp/ 

株式会社 nonat https://nonat-home.com/ 

株式会社マリ https://marisleep.co.jp/ 

あっと株式会社 https://kekkan-bijin.jp/ 

Qritive※ https://www.qritive.com/ 

 ※海外スタートアップ 

＜スタートアップピッチ Ⅱ｜創薬・再⽣医療（18:00〜18:45）＞ 

企業名 URL 

iBody 株式会社 https://www.ibody.co.jp/ 

株式会社イクスフォレストセラピューティクス https://www.xforestx.com/jp 

https://toregem.co.jp/
https://www.physiosbiotech.com/
https://physiologas.co.jp/
https://periotherapia.co.jp/
https://marisleep.co.jp/
https://linqmed.co.jp/
https://www.o-nexus.jp/
https://www.mitsui-linklab.jp/location/nakanoshima/
https://www.nakanoshima-qross.jp/
https://techlico.co.jp/
https://nonat-home.com/
https://marisleep.co.jp/
https://kekkan-bijin.jp/
https://www.qritive.com/
https://www.ibody.co.jp/
https://www.xforestx.com/jp


企業名 URL 

株式会社 Jiksak Bioengineering https://www.jiksak.co.jp/ 

トレジェムバイオファーマ株式会社 https://toregem.co.jp/ 

株式会社抗体医学研究所 https://integrin.jp/ 

 

■ ４．ネットワーキングレセプション「Nakanoshima Global Night」 

 プログラム当⽇ 19:00〜20:45 には、ネットワーキングレセプション「Nakanoshima Global Night」を 2F 夢ラウンジにて開

催します。本レセプションは、（⼀財）未来医療推進機構（Nakanoshima Qross）、Osaka Life Science Nexus by 

Nippon Life and CIC（O-Nexus）、⼀般社団法⼈ LINK-J の 3者による共催イベントとして実施し、国内外の VC・スタ

ートアップ・研究機関によるビジネス交流の場を提供します。 

名 称 Nakanoshima Global Night 

⽇ 時 2026 年 10 ⽉ 5 ⽇（⽉）19:00〜20:45 

会 場 Nakanoshima Qross 2F Qrossover Lounge 夢 

共 催 （⼀財）未来医療推進機構（Nakanoshima Qross）、Osaka Life Science Nexus by Nippon Life 

and CIC（O-Nexus）、⼀般社団法⼈ LINK-J 

 

■ ５．GSE2026 参加者向けワーキングスペースの提供 

 GSE2026 の会期にあわせ、Nakanoshima Qross 内の以下の施設を、GSE2026参加者向けのワーキングスペースとし

て提供します。 

l Osaka Life Science Nexus by Nippon Life and CIC（O-Nexus）  

※2026 年 10 ⽉ 5 ⽇（⽉）〜10 ⽉ 9⽇（⾦） 

l 三井リンクラボ中之島 コミュニケーションラウンジ ※2026 年 10 ⽉ 5 ⽇（⽉） 

 

■ 開催概要（再掲） 

名 称 Global Startup EXPO 2026 Nakanoshima Qross プログラム（Opening & Life Science Day） 

⽇ 時 2026 年 10 ⽉ 5 ⽇（⽉）13:30〜20:45 

会 場 Nakanoshima Qross（⼤阪市北区中之島 4-3-51） 

1F コングレスクエア⼤阪中之島 カンファレンスルーム（約 200名収容） 

2F Qrossover Lounge 夢 

主 催 Global Startup EXPO 2026 実⾏委員会 

共 催 経済産業省、近畿経済産業局、独⽴⾏政法⼈⽇本貿易振興機構（ジェトロ）、国⽴研究開発法⼈新エネル

https://www.jiksak.co.jp/
https://toregem.co.jp/
https://integrin.jp/


ギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、⼀般財団法⼈未来医療推進機構 

参加⽅法 GSE2026公式サイト（https://global-startup-expo.com/）よりチケットをご購⼊ください 

 

■ Nakanoshima Qross サイトツアー（別途参加登録制） 

 プログラム当⽇ 18:00〜18:45 には、未来医療国際拠点「Nakanoshima Qross」のサイトツアーを実施します。再

⽣医療をはじめとする未来医療の研究開発から実⽤化・産業化までを⽀える拠点内の各機能を、スタッフの案内のもとご覧

いただけます。 

 本ツアーは⽇・英の 2 グループ制（各グループ最⼤ 20名程度・先着順）で実施し、参加には本プログラムへの参加登

録とは別に、事前のお申し込みが必要です。ご希望の⽅は、下記の登録サイトよりお申し込みください。 

実施時間 2026 年 10 ⽉ 5 ⽇（⽉）18:00〜18:45 

定 員 ⽇・英の 2 グループ（各グループ最⼤ 20名程度・先着順） 

参加登録 https://forms.gle/9vRJtztaqa1w2Ren7（サイトツアー参加登録サイト） 

※定員に達し次第、受付を終了いたします。 

※当⽇の運営状況により、⾒学ルート・内容が変更となる場合があります。 

 

以 上 

https://global-startup-expo.com/
https://forms.gle/9vRJtztaqa1w2Ren7

